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出雲市地域防災計画（原子力災害対策編）の改定について 
 

島根県地域防災計画（原子力災害対策編）の改定を踏まえ、市の計画を改定

する。 

 

【主な内容】 

（１）「防災業務関係者の放射線防護」に係る指標の追加 

被ばくの可能性がある環境下で活動する防災業務関係者の放射線防護

の指標について、放射線業務従事者の平時における被ばく限度及び緊急作

業に従事する者の被ばく限度を参考に下表のとおり定める。 

 緊急事態応急対策（人命救

助等緊急やむを得ない活動

を除く）に従事する場合 

緊急事態応急対策のう

ち、人命救助等緊急や

むを得ない活動に従事

する場合 

実効線量限度 

100mSv/5年  

100mSv 50mSv/年 

女性※ 5mSv/3月 

妊娠中の女性 

内部被ばく 1mSv 
－ 

等 

価 

線 

量 

限 

度 

眼の水晶体 
100mSv/5年 

300mSv 
50mSv/年 

皮膚 500mSv/年 1Sv 

腹部表面 妊娠中の女性 2mSv － 

   ※妊娠する可能性がないと診断された女性及び妊娠と診断された時から 

出産までの間（妊娠中）に該当しない女性 

 

（２）「別添１ 各緊急事態区分を判断する EALの枠組みについて」の修正 

EAL（Emergency Action Level：緊急時活動レベル）は、原子力災害の

緊急事態区分に該当する状況であるか否かを判断するための基準であり、

その枠組みは、各原子力施設の特性及び立地地域の状況に応じ、原子力規

制委員会が原子力災害対策指針において示している。 

この度、島根原子力発電所２号機の状況を踏まえ、以下のとおり沸騰水

型軽水炉に係る原子炉の運転等のための施設の EALを追加する。 

資料４ 
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